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ヘッドライン　人物化学史：燃焼編
　ものが燃えることについて，先人たちはどのように発想し，実証し，理解を深めてきた
か。今回の特集では，燃焼にかかわる化学史において重要な役割を果たした人物像に焦点を
置き，化学史研究の第一線で活躍する研究者の皆さんに，最新の研究成果を紹介していただ
くことにする。
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次号ヘッドライン 続・化学の理論を高校でどう教えるか

　愛媛大学は昭和 24 年に新制国立大学として設置されました。昭和 43 年には理学
部が文理学部から改組されて設置され、来年 50 周年を迎えます。化学科は、石器
時代からヒトが手に入れてきた新しい材料と道具についての経験を体系化したもの
を深く学ぶことで物の変化を通じて現象を見つめる目を養う教育を行い、研究を通
して実践的な問題に対処することを目指しています。表紙の写真は理学部本館を撮
影したものです。

表紙の言葉　愛媛大学理学部本館


